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国字研アーカイブス

2022年 10月 1日更新

ローマ字とカナモジ
大久保 忠利

（大久保忠利『一億人の国語国字問題』三省堂，1978年，第 2章所収）

本稿は，大久保忠利が日本における〈ローマ字〉と〈カナモ

ジ〉のそれぞれの運動と，文部行政の対応の変化について，簡

潔にまとめたものです。

いまの時代にあらためて，読みなおしたい一文です。

文中の太字・赤字，および「★外部リンク」の設定は，ホ

ームページ編者によるものです。

ローマ字とカナモジ
大久保 忠利

日本のローマ字運動の歴史概説

日本でのローマ字運動の歴史は古い。だから，決して，アメリカ教育使節団が

やってきて報告書が出されて（1946 年（昭和 21）3 月 31 日）から，にわかに運
動がはじまったなどというものではないのです。

日本でのローマ字使用の主張は早くからおこなわれ，1905 年（明治 38）10 月
には，時の重臣西園寺公望を会長として「ローマ字ひろめ会」が結成され，文部

大臣に小学校でローマ字を教えることを建議しています（それよりはるか以前に，

建議したものもいましたが）。

そのつづりかたとしては「ヘボン式」を採用することを主張してきましたので，

「日本式ローマ字」を主張していた田中館愛橘［たなかだて あいきつ］・田丸卓郎

氏らが，独立して「日本のろーま字社」を設立し，ローマ字界は，長くつづりか
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たの主張の対立で，論がつづいていました。

のち「日本式」論者は，1914 年（大正 3）9 月には「東京ローマ字学会」を設
立し，1921年（大正 10）1月「日本ローマ字会」に発展しました。

戦前の正式調査

政府も，つづりかた統一の必要を感じ，1930年（昭和 5）11月 25日には，「臨
時ローマ字調査会」が「勅令」で作られ，1936 年（昭和 11）6 月 30 日の官制廃
止までの 6 年間，内閣書記官長が主となり，各省次官や学識経験者ら 39 名の委
員・幹事その他臨時委員らを加えて調査がおこなわれました。

そして 1937年（昭和 12）9月 21日にいたり，内閣訓令で「国語ノローマ字綴
方ニ関スル件」が発表され，公用文ではこれを採用することになりました。

これが「訓令式」と呼ばれるもので，つづりかたは「日本式」に近く，一部分

を修正したもので，言語学の「音韻論」に立った合理的なものでした（「訓令式」

つづりかたは，戦後の「第一表」と同じ）。

しかし，「日本ローマ字会」が訓令式採用を宣言したのに対し，ヘボン式を主

張する「ローマ字ひろめ会」はそれに反対し，なおもつづりかたについて意見が

対立したままで，敗戦を迎えたのでした。

戦後の動きのあらまし

1946年（昭和 21）3月 31日のアメリカ教育使節団報告書では，「国語の改革」
の章にローマ字についてつぎのように助言しています。

一、ある形のローマ字はぜひとも一般に採用すること。

二、選ぶべき特殊の形のローマ字は、日本の学者教育権威者より成る委

員会が、これを決定すること。

そういう助言を受けて，1947 年（昭和 22）12 月からまず「ローマ字調査委員
会準備会」が発足し，1948年（昭和 23）1月 29日までに 4回の準備会を開き，
同年 10 月 12 日にローマ字調査規程が作られて，21 名の委員と 6 名の幹事が選
ばれ，調査が開始されました。

それに先立って，1947 年（昭和 22）4 月の新学期から，全国の小・中学校で
ローマ字教育が実施されるべきであるという気運が高まってきており，その対策

を協議するために 1946年（昭和 21）6月には文部省内に「ローマ字教育協議会」
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が設置されて，教育関係者・学識経験者らが同年 10月まで慎重審議を重ね，「ロ
ーマ字教育指針」「ローマ字教育を行なうについての意見」をとりまとめ，1946
年（昭和 21）10月 21日に文部大臣に提出しました。
そして，予定通り，1947 年度（昭和 22）から義務教育でのローマ字教育が実

施されました。

ローマ字つづりかたの決定

つづりかたにおける戦前からの対立は，戦後も持ち越されました。

それは，音韻論的には「訓令式」が認められているのでしたけれど，占領軍は

アメリカが主力であった関係で，英語から学びやすいつづりのヘボン式を，占領

軍関係文書や鉄道駅名標示・街路標識その他につかわせたからです。現在も，駅

名はヘボン式です。

しかし，その他の官庁内では訓令式がつかわれる方針となっておりました。

ローマ字のつづりかたの単一化

1947 年度から実施された義務教育におけるローマ字の学習指導において，さ
しあたり，3 種のつづりかたから自由に選べる，という方法が取られてきました
が，「ローマ字教育協議会」からは，当然の要求として，

「表記法（つづりかた）について、さらに適当の機関を設け，学術上・
教育上および実際生活上から研究をすすめ改善をはかられたきこと」

という要望が出されました。

こういう状態を，統一の方向にすすめるために，1947 年（昭和 22）12 月に，
文部省は「ローマ字調査委員会準備会」を開き，1949 年（昭和 24）7 月に「ロ
ーマ字調査審議会」をつくり，それは 1950 年（昭和 25）4 月，国語審議会へ吸
収されて，「ローマ字調査分科審議会」となり，20 名の委員をたて，じつに 54
回に及ぶ会議による慎重な審議を重ねた結果，「分科審議会」の報告通り，第 18
回総会（1953 年（昭和 28）3 月 12 日）において「ローマ字のつづり方」が決定
され，文部大臣に建議しました。

★第 2期国語審議会 第 18回総会（文化庁ウェブサイト）

これより，長く対立のままだったつづりかたが単一化されることになったもの

ですが，ここからはずれたヘボン式が，なお使われていることはすでにのべまし

た。

https://www.bunka.go.jp/kokugo_nihongo/sisaku/joho/joho/kakuki/02/sokai018/index.html
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この建議を出したときの「ローマ字調査分科審議会」には，（20 名の中から，
よく知られている人名だけを抜きますと）つぎのような人びとが含まれています。

有光次郎・遠藤嘉基・大塚明郎・金田一京助・倉石武四郎・桑原武夫・

泖小林英夫・田口 三郎・時枝誠記・中島健蔵・波多野完治・堀内庸村

・松坂忠則ほか。

★第 2期 国語審議会委員名簿（文化庁ウェブサイト）

「ローマ字調査分科審議会」委員 20名の名を掲載

資料として「建議」の全文と内容とをここに入れておきます。

〔文調国第 76号〕
1953年（昭和 28）3月 12日

文部大臣 岡野清豪 殿

国語審議会会長

土岐 善麿

ローマ字つづり方の単一化について（建議）

ローマ字のつづり方については，昭和 12 年の内閣訓令第 3 号（いわ
ゆる訓令式）によって，公式に単一化されているわけであります。しか

し，一般社会で現実に用いられているつづり方としては，いわゆる標準

式（ヘボン式）・日本式・訓令式の 3種があり，昭和 22年から実施され
た義務教育におけるローマ字の学習指導でも，この 3式の中から自由に
採択することができるような処置がとられました。

ローマ字のつづり方については，ローマ字の学習指導実施についての

対策を協議するため，昭和 21年に設けられたローマ字教育協議会では，
「ローマ字教育を行ふについての意見」をまとめ，その中で，「……ロ

ーマ字の表記法（特につづり方）については，……さらに適当の機関を

設け，学術上・教育上および実生活上から研究を進め改善をはかられた

きたこと。」と述べてあり，教育の現場からはつづり方の単一化が強く

要望されております。

国語審議会は，国語を書き表すローマ字のつづり方の単一化をはかる

ことが重要な事がらであることを認め，昭和 23年 10月に設置された「ロ

https://www.bunka.go.jp/kokugo_nihongo/sisaku/joho/joho/kakuki/02/iin.html
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ーマ字調査会」以来の審議事項を引きつぎ，通計 54 回に及ぶ会議で慎
重な審議を重ねた結果，昭和 28 年 3 月 12 日第 18 回総会において別紙
のとおり「ローマ字のつづり方」を決定しました。

第 1表・第 2表の具体的な取扱についてはさらに必要な機関と連絡し
て御決定のうえ，ローマ字の単一なつづり方が政府部内および義務教育

はもちろんひろく一般社会に用いられるよう必要な処置をとられること

を要望します。

〔別紙〕

ま え が き

国語のローマ字つづり方として広く行われている方式には，それぞれ

に根拠，特色および歴史があり，いずれのつづり方もにわかにその使用

を無視することはできない。

しかしながら，国語教育のうえや公式の文書，地名などに用いられる

場合には，おのずから一定のよりどころがなければならない。この「ロ

ーマ字つづり方」の第 1表は，すなわちそのよりどころの役をなすもの
である。

〔編者付記〕

「第１表」がいわ

ゆる「訓令式」です。

「第２表」には「ヘ

ボン式」と「日本式」

のつづりかたのうち

訓令式と異なるもの

だけを掲げてありま

す。

「第２表」1 段め

から 5段めまでが「ヘ

ボン式」，6段めから 9

段めまでが「日本式」

にあたります。
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ただし，第 2表によるつづり方も現実には通用しているのであるから，
その読み方もまた教育の適当な時期において習得されなければならな

い。

なお，そえがきは，書き表わし方のうちのおもなきまりをあげたもの

である。

ローマ字のつづり方

国語のローマ字のつづり方は第 1表による。
ただし，第 2表のつづりを用いてもよい。

そ え が き

前表に定めたもののほか，おおむね次の各項による。

１．はねる音「ン」はすべて nと書く。
２．はねる音を表わす nと次にくる母音字または yとを切り離す必要があ
る場合には，nの次に’を入れる。

３．つまる音は，最初の子音字を重ねて表わす。

４．長音は母音字の上に＾をつけて表わす。なお，大文字の場合は母音字

を並べてもよい。

５．特殊音の書き表わし方は自由とする。

６．文の書きはじめ，および固有名詞は語頭を大文字で書く。なお，固有

名詞以外の名詞の語頭を大文字で書いてもよい。

〔編者付記〕

この建議のあと，文部大臣から小・中学校の教育課程において，国語審議会から建議され

たローマ字つづり方の単一化について，国語審議会の趣旨どおり実施してよいかを教育課程

審議会に対して諮問しました。それに対して，さしつかえない旨の答申があったので，文部

省としては，「小・中学校のローマ字学習について」を 1953 年（昭和 28）8 月 31 日付で初

等中等教育教育局長・調査局長名をもって，教育委員会その他関係方面あてに通達し，1955

（昭和 30）年度から実施することとなりました。

また，国語審議会建議「ローマ字つづり方の単一化について」の趣旨は，政府の採択する

ところとなり，1954年（昭和 29）12月 9日，内閣告示第 1号・同訓令第 1号をもって，「ロ

ーマ字のつづり方」が制定公布されました。

★内閣告示・内閣訓令「ローマ字のつづり方」（文化庁ウェブサイト）

https://www.bunka.go.jp/kokugo_nihongo/sisaku/joho/joho/kijun/naikaku/roma/index.html
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ローマ字教育の効果について

よく「漢字制限反対論者」たちの用いる口実に，つぎのようなコトバがあるこ

とが知られています。

「表音主義者らは，直ちに漢字を全廃させようとしている」

しかし，これは常識を働かせればわかることで，ローマ字・カナモジの研究家

たちの中には，個人として，いつかそれらが日本語の表記として中心的に用いら

れることを望んでいる人が，かりにいるとしても，その中のだれ一人，直ちに漢

字を全廃してそれらにとってかえようなどということを思う人も言う人もなく，

たとえばそういう意見が一度でも出たとしても，大ぜいの委員をかかえる国語審

議会で，そのような意見の通るわけもありません。

これは，全く，そういう極端なデマの説を飛ばすことによって，国民の一部の

危機感をかきたてることにより，一転して「漢字の無制限使用」という方向に世

論を持ってこようとする，例のヒトラー的な魔術的戦術の現われにすぎないもの

と断ずることができます── 外に感情的に危機感をあおり，不合理なものを温

存しようとするあの手です。

国語審議会で話し合われている「ローマ字教育の効果」については，およそつ

ぎのようなことが出されております。

（「ローマ字教育の問題」国語審議会報告書（4）P.55 →から)

文部省『国語審議会報告書』第 4（昭和 31年 12月～ 33年 11月），秀英出版，1960年
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なお，「ローマ字」については，1959年（昭和 34）3月にはじまり 1961年（昭
和 36）3 月までの第 5 期国語審議会で，「ローマ字文のわかち書き」についての
調査がすすめられ，報告がおこなわれました。この期のローマ字調査分科審議会

の委員は，つぎの 9名でした（役職名略）。
有光次郎（長）・稲富栄次郎・遠藤嘉基・大塚明郎・高津春繁・佐久間鼎

・実方亀寿・西原慶一・波多野完治。

★第 5期国語審議会 ローマ字調査分科審議会（文化庁ウェブサイト）

★ローマ字文のわかち書きについて 部会報告（文化庁ウェブサイト）

義務教育でのローマ字教育のうつりかわり

文部省がしだいに冷淡になっていくすがたがよくわかります。

それに対して，「ローマ字教育」の大切さを主張する教育団体が，抗議して，

ローマ字教育の復興を叫んでいます。

1958年度（昭和 33）『学習指導要領』では，──第 4学年以後において，つぎ
のように明記されていました。

第 4学年－ローマ字の指導に充てる時間は年間 20時間程度とする。
第 5学年－ローマ字の指導に充てる時間は年間 10時間程度とする。
第 6学年－ローマ字の指導に充てる時間は年間 10時間程度とする。
中学校－ローマ字の学習については小学校において学習した事項を，

適宜，応用するように指導する。

ところが，1968 年度（昭和 43）改訂版では，時間の設定に触れず，ただこう
なってしまっています。

第 4学年－ローマ字による日常ふれる程度の簡単な単語の読み書きを
指導するものとする。

これだけです。「中学校」では，何も触れていません。

そのかわり「漢字」について，それまで 881 字であったものが，「備考」とし
てにわかに 115字増やしてきて，合計 996字教えるようにされました。
（881字は「国語審議会」で正式に決められ，1948年（昭和 23）2月に「内閣訓
令・告示」として出されたものでしたが，この一方的増字のオシツケは全く文部

省の独断で強行されたものであることを知る必要があります。）

https://www.bunka.go.jp/kokugo_nihongo/sisaku/joho/joho/kakuki/05/bukai03/index.html
https://www.bunka.go.jp/kokugo_nihongo/sisaku/joho/joho/kakuki/05/tosin05/index.html
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1977 年度（昭和 52）版では，ローマ字については，つぎのようになっていま
す。

第 4学年－日常使われる簡単な単語についてローマ字で表記されたものを
読み，また，ローマ字で書くこと。

ずいぶん無責任で，この読んだり書いたりが第 4学年だけに出ており，しかも
どうやってどのくらいの時間をやれと言っていないし，「単語について」とある

ように結局，カンヅメや看板のローマ字が読めればいいし，それも積極的に教え

ることは求めていないのです。

そして「中学校」には，ローマ字のロの字も出てきません。

全く国語教育と縁を切ったすがたが露骨です。

これは，「新漢字表試案」を出してきた政治的背景──結局，現自民党政府の

言語政策（それをあやつる背後の体制諸権力）と無関係でないことが推定されま

す。

そのくせ，そういう自民党政府が，安保体制をしゃにむに守ろうとするアメリ

カベッタリ政治をやっているのですから，やることは大きく矛盾しています。

しかも，日本文字をローマ字化させようとするのは，占領政策への迎合だなど

といきり立った諸氏は，そういう政治面におけるアメリカへのベッタリ政治の動

向に対しては，プツリとも批判をとなえたことがありません。一人ひとりの名前

と言動とを比べてみるとよくわかります。

カナモジ運動と現在の普及

現代の社会生活にそれなしでは考えられにくくなっているコンピューターやオ

ンライン・システムに，なくて済まされないカナモジについて，多くの人は，文

書・通帳や封筒の表にいつも目にするものだから何の気もなく見逃しているけれ

ども，カナモジがこれほど社会生活に大きな役割を果たすにいたったその出発に

は，やはり先覚者たちの創造と普及の努力がこめられているのです。

それは 1920 年（大正 9）にさかのぼりますが，いまの「カナモジカイ」の最
初の会として「仮名文字協会」を，当時住友商事の理事だった山下芳太郎氏が中

心となって設立しました。

氏は青年時代，外交官として海外生活を送り，その後，実業界に転じても日本

文化とビジネス面の立ちおくれが，主として漢字の学習と使用の困難さが大きく
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作用していることを体現し，日本人の祖先が漢字から発達させたカタカナを，広

く用いることが学習にも実用にもはるかに便利であることを体験して，まず『国

字改良論』（1920 年（大正 9）カナモジカイ）を発行し，その主張を体系化して
のべました。

カナモジカイは機関誌『カナノヒカリ』を発行して，カナモジの普及につとめ，

早くも 1935 年（昭和 10）には，漢字 500 字制限案をまとめて，義務教育での漢
字教育負担軽減を主張するなど，戦前・戦後を通じて，日本の国語国字問題の解

決に大きな役割を果たし，国語審議会には，1945 年（昭和 20）にはカナモジ支
持者星野行則氏が実業人として参加し（氏は東洋水銀鉱業株式会社社長・のちカ

ナモジカイ理事長→会長），1947年（昭和 22）からはカナモジカイ常務理事のマ
ツザカ・タダノリ氏が参加し，戦後の国字問題の解決のために献身的に努力して

大きな役割を果たしてきたことはよく知られております。

漢字野バナシ論者たちは，カナモジカイがいかにも直ちに「漢字全廃を主張す

る」かの如きデマを飛ばして，一般国民の目に誤った印象を植えつけようとして

いることはよく知られていますが，カナモジカイが一貫して，日本の国語・国字

問題の解決に努力してきていることは，だれも否定することのできない事実です。

（了）


